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担当班

指標 基準値 R3実績 R4実績

重点施策

基本目標

子宝育成プロジェクト

0.0 ％

① 施策に位置付く事務事業の
    進捗状況

② 施策に位置付く事務事業の
    成果指標の推移(R3→R4)

①
目
標
指
標

市民生活課

5　乳幼児紙おむつ購入券給付
件数
（重2、基7）

【達成状況：D】
・乳幼児紙おむつ購入券の給付件数は年々減少しているが、これは出生数の減少が大きな要因となっている。また、子
育て世代の転入数の減少もあり件数は増える状況ではない。

子育て支援課

6　家庭教育学級生(小1、中1の
保護者)の合同学習会(2回)の
参加率（重2）

実施困難

R5実績 R6実績
目標値
（～R6）

2 合計特殊出生率
1.43

日

健康づくり課

102 主管課

0.0

教育総務課 生涯学習課

8.3 ％

年度事後評価 8 月 31重点施策マネジメントシート 令和 4 令和

488人

R2実績

％

％

伸び悩み 低下

％

【達成状況：D】
・R2年度、R3年度は新型コロナウイルスの影響で、イベント参加人数が減少した時期であり、出会いから結婚するまで
にはある程度の年月がかかるため、その影響がR4年度になり、表面化しているものと推測する。
なお、R４年度はコロナ禍において、イベントの開催方法を工夫しながら、コロナ前と同数のイベントを実施できている。
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6
家庭教育学級生(小1、中1の保護
者)の合同学習会(2回)の参加率
（重2）
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重要業績評価指標(ＫＰＩ) 基準値 R2実績 R3実績 R4実績 R5実績 R6実績
目標値
（～R6）

4
年間婚姻数（出会いの場創出事業）
（重2、基7）

10件
4件 7件 3件 12件

5
乳幼児紙おむつ購入券給付件数
（重2、基7）

857件

④
Ｋ
Ｐ
Ｉ

ＫＰＩ・関係課名 KPIの実績値と状況の理由等

【達成状況：D】
・R3年度の30.03％からR4年度は26.82％と減少している。R4年度は新型コロナウイルス感染症の影響により、学
校行事の日程が合同学習会の日程と重なったため、申し込み後、キャンセルとなった保護者もあったため、参加率が減
少した。
参加者数内訳　（R3年度）5月15日（土）　156人　　11月12日（金）　144人
　　　　　　　　　　（Ｒ4年度）5月15日（土）　158人　　11月11日（金）　103人生涯学習課

4　年間婚姻数（出会いの場創出
事業）（重2、基7）

③
目
標
指
標

指標・関係課名 目標指標の実績値と状況の理由等

2　合計特殊出生率

【達成状況：C】
・千葉県1.21、全国1.30　出生率は全国平均と同じ状況。出産可能年齢の女性（15～49歳）人口の増加が当面見込
めないことから、一人当たりの出産人数が増えなければ急な増加は難しい。旭市の出生の状況からは、第１子40～
50％、第２子以上50～６０％の割合。二人以上の子どもを産んでいる人も多い印象だが、全国的に晩婚化も進んでお
り、加齢による妊娠のしにくさや将来的な子育て経費等への不安から、本来希望する子どもの人数よりも実際の子ども
の数が少なくなっている。健康づくり課

3　出生数

【達成状況：D】
・15～49歳女性の人口は基準となる平成30年１１,７１６人から令和３年は１０,９９９人と７１７人減であり、出生数も減少
してきている。また、令和4年に生まれたお子さんは令和３年度に受胎しているためちょうどコロナウイルス感染症の不
安の強い時期と重なり、感染症蔓延による胎児の健康に関する不安、立ち合い分娩や病院への付き添いも受けられ
ず、出産することの不安等、社会生活の不安などから産み控えがあったことも考えられる。

健康づくり課

S 目標値を達成（見込み）

A 基準値より上昇（10%以上）

B 基準値より上昇（10%未満）

C 基準値と同水準（基準値と同値～△10％未満）

D 基準値より下落（△10％以上）

― 評価不能（KPIの実績値が無い状態）



①市内に小児科が少ないという現状は把握しており、市としても議論になっています。難しいのが相手のあることですので、小児科に限定した誘致はなかなか
できない部分があり、施策としては難しい面もあります。なお、市内で開業されている医療機関の中には、小児科専科以外でも子どもの診察ができる医療機関
もありますので、周知に努めていきたいと思います。
②会員の結婚報告は、事業開始の平成20年度から令和4年度まで127名となっています。イベントで知り合った方と結婚する場合と、会員となった経験をいか
してイベント外で成婚に繋がる場合があります。また、マッチングアプリで知り合い結婚するケースも増加していることから、今後は事業のあり方について、イベ
ントの応募率や会員数の増減などの動向を注視し検討していきます。なお、現在の総合戦略の計画期間である令和6年度までは成果として見ていき、次の計
画では、他事業も含めKPI等は見直す予定です。

・幼稚園施設等利用給付費の保護者への給付は、R3年度ま
では償還払いにて実施していたが、R4年度から幼稚園が直
接受領する代理受領形式を導入した。代理受領形式により保
護者の事務負担や償還払いを受けるまでの経済負担が軽減
されたので、R5年度以降も継続していく。今後の放課後児童
クラブの需要動向を注視し、引き続き施設の確保のため空き
教室調査を行い、支援員の勤務体制・時間を見直していくと
ともに民間業者への運営業務委託を検討する。

推進委員会からの意見（要旨）

①出産前後の支援に市は力を入れていると感じるが、子供を育てていく中で市内に小児科が１件しかなく通院時に苦労したことがある。旭中央病院があるので
安心はしているが、市として小児科の誘致ができれば施策に盛り込んでもらいたい。移住の相談を受けている中で、小児科が少なく子育てに不安があると聞
いたことがある。小児科の誘致に市が関わっていけるものかも含めて、聞きたい。
②出会いの場創出事業について、今は婚活では無く、恋活として参加しやすい形をとっている。確かに出会ってから結婚するまで時間がかかってしまうと思う
が、市として成果を何年先まで見ていく考えか。

推進委員会からの意見に対する担当課の考え

⑤
施
策
全
体

関係課名 施策の推進に向けた問題等 令和5年度以降の方針

健康づくり課

・少子化や核家族化による育児イメージの希薄化や実際に育
児をする上での孤立感に加え、新型コロナウイルス感染予防
のため、妊娠・出産や子育て期の健康診査や各教室、分娩等
母が一人で臨まなければならない不安などが重なり、出生数
は減少。少しでも安心して子育てができるよう、市で実施して
いる両親学級や子育て学級等の教室は形態を変えながら継
続してきた。今後は出産や子育てに明るいイメージが持てる
よう、教室内容の見直しや寄り添い型の相談により、切れ目
ない支援が必要である。

・夫やパートナーとともに行う育児を目指し、両親学級・子育
て学級のプログラムを見直し、パパ向けの教育を追加。
妊娠届け出時の面接、出産・子育て応援給付金給付事業によ
る妊娠８か月アンケート、妊娠後期電話相談、出産後の赤ちゃ
ん訪問等妊娠中から継続した支援を行うことで相談しやすい
関係づくりを行っていく。
また、産後の不安を軽減するため、宿泊型だけでなく、日帰り
でも利用できるよう産後ケア事業の拡充を図る。

市民生活課

・新型コロナウイルスの影響も落ち着き、社会情勢も変化して
おり、それに即したイベントを開催していく必要がある。
イベント参加者が、その後の交際に繋がるよう、イベント内容
を工夫していく必要がある。イベント参加者が固定化する傾
向があり、新たな出会いを創出するため、魅力的なイベントの
提案をしていく必要がある。

・旭市後継者対策協議会において協議しながら、コロナ後の
社会情勢に即した新たなイベント案を企画・開催し、出会いの
場を提供していく。引き続き、カップリングする可能性の高
い、共同作業系のイベント、対話型のイベントを実施していく。
市内事業所への声掛けを継続し、また、SNSやインターネット
を活用し、新たな参加者を募り、新たな出会いの場を提供し、
婚姻数の増加へとつなげていく。

子育て支援課

・乳幼児紙おむつ購入券の給付は保護者から好評だが、利用
方法について、意見があった(紙おむつ購入券48枚分に氏
名・生年月日・個別№を記入することが負担である)。利用方
法について検討が必要である。

・乳幼児紙おむつ給付事業については今後も継続実施してい
く方針。紙おむつ購入券の記載してもらう内容については、
R5年度印刷分より個別№を印字し、氏名や生年月日は表紙
のみに記入してもらうように改善する。

生涯学習課

・家庭教育学級の合同学習会は、参加者の学習意欲が高い
ため、講師の選定が重要であり、講演会参加者のアンケート
調査を引き続き実施し、参加者ニーズの把握に努めていく必
要がある。また、保護者が学習会に参加しやすいように、就学
前児童だけではなく、小学校3年生までの預かり保育ができ
る環境を整備していく必要がある。

・家庭教育学級生の合同学習会への積極的な参加につなが
るような講師の発掘に努めていく。また、参加者へ実施したア
ンケートで要望が多い児童の預かり保育については、託児場
所や保育士の確保を含めた保育体制を検討していく。各学校
の家庭教育学級の学習会については、保護者同士が交流し
情報交換できる場となるよう、引き続き学級運営の支援をし
ていく。

教育総務課

・幼稚園施設等利用給付事業は、新制度未移行幼稚園に通
園している園児の保護者が対象であり、平成29年度からは
対象の幼稚園は市内では一園のみである。少子化傾向によ
り在園児数は年々減少が続いている。近年の少子化の状況
でも、共働き世帯の増加などにより、放課後児童クラブの加
入児童数は増加傾向にある。今後数年間は利用児童の増加
が見込まれることから、施設の確保（空き教室）や、長時間勤
務可能な支援員の不足が課題となっており、民間業者への運
営業務委託の検討も必要となっている。
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5

19200 育児支援事業
事業費

千円
1,791 1,128 1,353 1,958

成
果
指
標

ア
育児の仲間づくり支援事業延べ参加者数（両親学級、子
育て学級、離乳食教室、親子遊び教室、赤ちゃんふれあい
体験、育児サークル参加者数）

人 2,697 614

イ

概ね順調
一般財源 0 468 1,310 △ 54 1,203

千円
0

概ね順調

成果指標
の推移
(R3→
R4)

ア

ア
「この地域で、今後も子育てをしていきたいと思う」人の割
合（乳児健診時「そう思う」「どちらかといえばそう思う」人
の割合）

％ - 96.4 96.6 95.0 成果指標
の推移
(R3→
R4)

ア 好調維持

イ 未入力

事務事業の
進捗(R4)

4

19060 子育て世代包括支援事業
事業費 4,351 6,732 4,606

放課後児童クラブ運営事業

放課後児童クラブ加入児童数（月平
均）

99,828

19,262

720

3

15920
親と子どもの絆プロジェクト
事業

0

2,214 2,502 2,200

親と子どもの絆プロジェクト事業を活
用して行われた事業数

件 55 51 45 39

一般財源 1,791 1,128 1,353 1,958 2,282

690 1,102

事業費
千円

2,314 2,314 2,214 2,502 2,200

一般財源 14

概ね順調

イ

人数ア

イ

2

単位

低下

イ

一般財源

事業費
出会いの場創出事業

979

0

157,706

39,000

735

20

ア

4500

R4決算・

5,562 3,500

ア

指標実績 指標実績

1,235

4

127,124

人

イベント（講演会を除く）に参加した人
数

会員で結婚報告があった数

R1決算・

指標実績

1,500

0

168

4

事業コード・事業名称
R2決算・

千円

事業費

未入力

イ

50,086

693

成
果
指
標

成
果
指
標

7,142 6,529

2,314

ア

千円

事業参加延人数 人 12,765

成
果
指
標

15700

イ

事務事業の
進捗(R4)

成果指標
の推移
(R3→
R4)

事務事業の
進捗(R4)

停滞

低下

事務事業の
進捗(R4)

概ね順調

成果指標
の推移
(R3→
R4)

ア 向上

イ

148,821

42,335

715

向上

イ 低下

成果指標
の推移
(R3→
R4)

向上

未入力

1,321

38

8,143

96.0

2,282

144,898

128

12

一般財源 30,237

622

R5予算・R3決算・

指標実績

793

48

7

0

118

3

指標計画

イ

ア成
果
指
標

事務事業の
進捗(R4)

1,500

0

1 人

3 / 4 ページ



事業コード・事業名称 単位
R1決算・ R2決算・ R3決算・ R4決算・

指標実績 指標実績 指標実績 指標実績 指標計画

1,824 事務事業の
進捗(R4)

786 事務事業の
進捗(R4)

27,912 事務事業の
進捗(R4)

27,600 事務事業の
進捗(R4)

イ

イ

100 イ

事務事業の
進捗(R4)

イ

順調
一般財源 4,016 2,930 4,380 2,474 1,824

成果指標
の推移
(R3→
R4)

ア 向上

未入力

40.012

19330 特定不妊治療費助成事業
事業費

千円
4,016 2,930 4,380 2,474

成
果
指
標

ア
治療費負担軽減率（助成金額／自己
負担総額）

％ 29.1 28.2 36.3 39.6

イ

概ね順調
一般財源 135 45 204 332 786

成果指標
の推移
(R3→
R4)

ア 好調維持

未入力

65,50011

15260 幼稚園施設等利用給付事業
事業費

千円
135 45 204 332

成
果
指
標

ア
対象多子世帯１件当たり補助金交付額(決
算／交付件数）※R1実績は6か月分のた
め、（決算/交付件数）×2とした。

円 54,000 45,000 40,800 55,300

イ

概ね順調
一般財源 30,159 28,321 28,858 27,204 27,912

成果指標
の推移
(R3→
R4)

ア 伸び悩み

未入力

37,50010

15000 乳幼児紙おむつ給付事業
事業費

千円
30,159 28,321 28,858 27,204

成
果
指
標

ア 紙おむつ購入券の利用枚数 枚 39,371 37,686 37,868 36,348

イ

順調
一般財源 30,750 25,500 27,000 25,400 27,600

成果指標
の推移
(R3→
R4)

ア 好調維持

好調維持

2009

14900 出産祝金支給事業
事業費

千円
30,750 25,500 27,000 25,400

成
果
指
標

ア
第３子出産に係る経済的負担軽減額
（出産祝金額）

千円 200 200 200 200

イ
第２子出産に係る経済的負担軽減額
（出産祝金額）

千円 100 100 100 100

19,731 イ

概ね順調
一般財源 153,849 136,137 148,999 148,780 163,006

成果指標
の推移
(R3→
R4)

ア 好調維持

好調維持

8

14800 子ども医療費助成事業
事業費

千円
223,057 193,084 213,677 208,648

成
果
指
標

ア
子ども一人あたり医療費負担軽減額
（中学３年生まで）

円 26,102 22,669 25,892 25,858

イ
子ども一人あたり医療費負担軽減額
（高校生等）

円 9,409 10,447 11,859 12,247

事務事業の
進捗(R4)

概ね順調
一般財源 9,783 8,698 4,071 9,722 15,565

成果指標
の推移
(R3→
R4)

ア 好調維持

イ 市内で第3子無償化対象世帯の割合 ％ 0.8 0.8 0.7 1.7 1.5 イ 好調維持

イ
相談によって悩みや不安が解消された
相談者の割合

％ 100.0 100.0 100.0 100.0

7

1793
第３子以降学校給食費の無
料化

事業費
千円

9,783 8,698 8,983 12,735

成
果
指
標

ア
第3子無償化対象世帯
１世帯あたりの年間軽減額（平均）
無償化全額/世帯数

円 48,915 40,835 49,629 46,750

6

39720①
家庭教育活動費(家庭教育学
級)(家庭教育相談体制)

事業費
千円

1,894 1,344 1,627 1,760

成
果
指
標

ア
児童・生徒１人当たり家庭教育学級参
加回数（延べ参加者数／〔小学校１年
生児童数＋中学校１年生生徒数〕）

回 3 1 2 2

100.0

2,001

1,894 1,344 1,627一般財源

成果指標
の推移
(R3→
R4)

ア 好調維持

イ 好調維持

事務事業の
進捗(R4)

概ね順調

3

46,500

26,050

1,760 2,001

31,111

223,837

R5予算・

4 / 4 ページ


